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フ
ニi:..
号事件がン
蘭船の長崎入港手続に及ぼしたる影響
て目
的
本稿の目的は一八
O
八年十月四日（文化五年八月十五日〉突然長
崎に来航したイギリスの軍艦フェ
l
トン号によって惹起された不
法入港・不隠行為事件、いわゆるフェ
1
トン号事件が、それまで
の日蘭交渉の方法・実地面に、いかなる影響を及ぼしたか
。
また
幕府の対外政策、具体的には呉国船に対する処置策に、いかなる影響を及ぼしたかを究明し、その後幕府のとった外交制度がいに実行されていたかを見究めようとしたものであ
。
二、フェ
I
トン号事件の概要
イギリスは元和九年（
一六二三）に平戸の商館を閉鎖
し、対日貿
易の手を引いたのであるが、その後何回か日本における東洋貿易の再興を計画して、ついには延宝元年三六七一ニ）商船リターン号ハ問。昨日ろを派遣して
長
崎における貿易
再興を請う
たが、幕府の
フ ェ
l
ト
γ
号
事件
が蘭船の長崎入港手続に及ぼしたる影響ハ片桐）
片
桐
男
拒むところとなって、その後久しくオランダの対日貿易独占の状態が続いた。しかし、その後たまたま欧州においてはフランス大革命が起き
、
波澗のおよぶところ
、オランダ本国はフラソスに併
合され、東南アジアにおける蘭領植民地はイギリス 侵略された。イギリスはのちパタピヤをも
奪取
し、進んで出
島のオ
ランダ
商館をもその手中に収めんと
欲
したが、結局はその目的を達成す
ることはできなかった
。
イギリス本国政府の命を帯して、海軍大佐ベリュ
l
ハ の 右
g E
F
－ － ゆ 者 見
g l E G H
〉を艦長とする英艦フェ
1
トン号ハ出・冨・
ω
－
E 2 5 0 Z R J
は、オラン
ダ商船捕獲の
ため、一八
O
八年十月四日、
すなわち我が文化五年八月十五日突然長崎に来港 た。橋頭に翻るオランダ国旗を信じて、
長
崎奉行の検使・蘭通詞らは、出島の
オランダ商館員二名とともに恒例に従って、旗合せを行うべく来船へ出向いた
。英
艦からも小舟を下し、相近くや否や、武装英兵は
派遣の蘭人二名を本船に投致し、かつオランダの国 を撤して英
’h、 、
4・ ・
m／主
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国肢を掲げた。。へリュlは、蘭人を鞠問してオランダ商船の不在を知ったが、なお疑念をいだいて即夜ボ
l
トを放って港内を捜索
した。オラソダ商館長ヅ！フ（出
2
丘E r
口。ぇ⑦は危催して難を奉
行所に避けた。時の長崎奉行松平康英 直に戒厳の令を布き、長崎防備を受け持つ肥前・筑前の
二
藩に英艦焼討の準備を司令し、
英艦もし退去せんとみえれば、これを抑留すべきことをも命じた。また前記二藩には増人数を 大村藩には出兵を促し、なお九州諸藩にも、時宜により応援の派兵をすべき胃をも伝達 た。
松平康英はご名の蘭人救出の後に、英艦焼討を計画していた
が、翌十六日ベリューは昨日拘禁せる商人の一人書記役ホウセマγ
（ の 。
258
）を送還し、併せて左の宮
市翰合奉行に送った。
昨日ホウセマ
γ
、シキンムル端船、本船え連越候訳者、洋中
食物相切れ候に什、今日右品々御頼之為斯計ひ申候、依之ホウセマン上院為致候問、食物類何卒今日中本船へ御
差
越可被
下候、左候はば今
一
人残し置候シキンムル差返直に出帆可仕
候、若今日中御差送於無之者明朝迄に日本船唐船等焼払可巾候（鍋島侯爵家所蔵長崎奉行所記録〉
すなわち、欠乏食料の供給を受けてのち蘭人を解放したい、もし今日中に供給なくば港内 和船・時船を焼き払うとの脅迫であっ た
。
奉行は英艦焼討を計ったが、ヅlフの開戦不可の諌
言
もあ
り、加うるに、
長
崎警街角帯肥前端の成兵が泰平に馴れて、密に
その数を減じ、わずかに百四・五十人に過ぎざるため、やむなく一時の緩和策として、要求を入れ、食料・飲料水を給与し、オラソダ商館よりも牛と豚を送った
。
間もなく蘭人二名は釈放された
， 、 、
A、
F
ノ」ノ
が、奉行所へは派兵・援兵の到着なく、英艦は翌十七日朝その帆影を長崎港外に消し去ったのである。松平康英は即夜一封の遺書を認め、奉行所において自刃し、臨機の処分を誤り、国威を辱めたる罪を謝し 職責の重大さに比して身分低く自家直属の兵を有せざる奉行の背衷を披湿したのであった。ついで肥前藩の家老深堀県前
守
等数名も、
責
を負うて自刃したが、十一月に至り幕府
は、同藩が警衛の任を怠り、密に山氏 を減じたことを特め、藩主鍋島斉正に百日の閉門を申附け かっ松平康英の子孫を永年扶持すべきことを命じて、事は一応落着した
Q
、 フ ェ
l
トン号事件以前における
蘭船の長崎入港手続
これより先、最後の鎖国令が寛
、氷十六年ハ
一
六三九）に発布さ
れ、ポルトガル人のガレウタ船渡航が禁止されて 欧人 して日本で貿易を経営するものオランダ人のみとなったが、その彼らも寛永十八年三六四一）五月には、オランダ商館 平戸より長崎の出品に移転すべき命を受けて、以後小天地出品で貿易 経営することとなった
ο
したがって、聞船はそれ以降長崎に入港すること
となったのである。
初期に
お
ける蘭船の長崎入港手続を詳細にして順序よく記した
ものを持たないが、出向のオランダ商館長日誌によって、その状況の概略を知ることが き
3
オランダ商館が出島に移転して間もない‘六四一年七月一円
（寛永十八年五月二十三日）のマクシミリヤン・ルメlルの日記
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は、「オランダ船の迎えに出す早船にはオランダ人を一人同乗させることにしたゆえ、
平一戸滞在の補
助
員パウル
ス・コルネリスセ
ン・フ
ェ
ール並に
通訳と
して日本人従
僕利兵衛を用
いるこ
とに
し
（3
） 
た旨通知した。」とあり、七月二十一日の条 「正午頃、フロイト船ロホ当地着、検使らと共に船に行き、乗組員を点呼し、総督以下のおけ翰を受以り、日本文書翰を厳密に捜し、オランダ文章円翰と共に袋に納めて商館に持帰り、彼ら
の前で取出
し、上
需を読み
（4
） 
詳しく調べた。」とあり、二十三 の条
は 「
正午頃、フロイト
船オランジエンボiムに行った。（中略
）本船から小船に乗移る
際、検使の下役が予の身体に手を触れ 何か隠してあるか探ろうとしたので、大いに不平を訴えたところ、同行 商務
員補二
人は
自由に下船を許された
。
この事を奉行に知らせたところ、予はよ
（5
） 
いが、随
員は調
べを受けねばならぬこととなった。」とある
。
ヤ
ン・フ
ァ
ン・エルセ一フックの日
記十一月十日の条には「
前記の船
（騨時住戸肝ト）の荷を卸し、検視を終り、乗組全員の守るべき布告を読聞かせた。」 ある
。越え
て一六四二年七月三十
一
日の条に
は「夕刻、奉行は今後船を認めた時は オランダ人は通詞らと共
（6
） 
に自由に港外に出て船の入港を手伝うこ 」とも記している。れらによってみれば、蘭船が入港するに際 、迎え 早船が出され、オランダ人ならびに通詞らが同乗し、沖の来航船のもとに行っ て
乗船員を点呼
し、総督以下
の室内翰や文書を受
けとって、かな
り厳重な検査が行われた模様である。
オランダ船が夕方ないしは夜入港して来たときにはどうか
。
同
じくエルセラックの
一 六
四
二年八月二
十四日の条には「日沈
二時
フ ェ
1 1 r γ
号事件が蘭船の
長崎
入港手続に及ぼしたる影響
（片 桐 ）
間前、パ
タ
ピアから
タ
イオワソ経由渡来したヤハト船パ
l
ウ 、 が 碇
泊所に着いた。商務員補パウルス・コルネリスゾlン・フェールが通詞二名を随えて船に行き、上席商務員兼検事ピ
l
テル・アン
トニスゾ
l
ン・オ
l
フェルトワ！テルが予
の後任と
して
着任
した
ことを知った
Q
彼はフロイト船ザイエルがカソボシアの貨物、ベ
ルシア生糸
、タイオ
ワンの貨物等を新
ん
で近く来ること
、
商務員
リ！スフ
ェ ル
トが他
のオランダ人数
人と共に広南海
岸で士人と戦
って殺されたことを伝えた。明朝何名でも上陸させ、書翰その他
（7
） 
小さ
な
物
は望み次第持参する
ことな許された。」とあって、続く
二
十
五日の条には
「朝
、予
は検視二
人と
共に船に行き
、乗
組人員を
点呼し、資格・年齢を記録し、書翰その他を受取り、希望者を上陸させる許可を得た
。船
上で金漆塗り方形の箱の中に、総督から日
本の顧問官及び長崎奉行に贈る書翰 納め、封印を施した のを発見
し 、 人
F一然検聞を経ず持帰
ることを
許され
、新情報があれば知
らせることを求められ、ま 前記上司宛の書翰は要求 あるま預って置くことになった。そこでオ
l
フェルトワ
l
テル君と船長
（8
） 
の
外五
名を同伴
上陸した。
」 と あ っ
て、夕刻
で
も
早速出迎えの検使
船は派遣されたようであるが、正規の検閲は翌朝に持ち越され、検使によって一定の検閲が以り行なわれた様子であ 。同じく夜の入港であるが、同年十月十一日の条には「夕刻、オランダ船が港外に見えるとの知らせがあり、夜半奉行より 許可を得て、オ
（9
） 
一ブンダ人三名、通詞二名を港の入口に出した。」とあり、また一六四三年八月十日の条には「天明後二時間、奉行所からオランダ船が二隻港外に見えると知らせ、通詞 ちと共 オラ
γ
ダ人二人の
入
，じ
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派遣を許可した
。
そこで商務
員補
ニコラス・リlトフェルトとヤ
ン・ファン・リ
l
ベ
l
クを各一船に向わせ、ローマ教の禁制品を
厳重に検査し、入港前に始末するよう注意する需翰を、船の幹部
（ 叩 〉
に渡すことを命じた。」ともあって入港して来 蘭船に対する派遣の蘭人が二名になったこと。また派遣の日的が、幕府の禁制しているロlマ旧教の品 入港前にこ ごとく始末せ めるべき指示書類を手交するためであ も理解され 。
このような入港
時におけ 配慮や手続などは、その後 厳守 、次第に定例化して行った模様である。すなわち 一六四三年十月八日の条には、「早朝、パルド
I
ルと外科医コルネリス・ステフェンスゾー
ンが、検使二名と通詞
一
名と共に、前記の船を湾内に導き、また
同船の幹部に、検視の際キリシタン関係品や日本人の書翰などが
（ 日 ）
発見されぬよう。船員に注意させるため港外に出 同様の記事のあるによって理解される。
しかし、なお日
本側においてはオ
ランダ船と他の異国船との区別や入港手続について調小企し、その制度を確定すべく配慮を続け いたことは、一六四三年十二月二十
三日の条をみても明らかなことである。すなわち
、
大日付はまた、オランダ船と他国船とを識別する方法はな
いかと尋ねたので、オランダ船が日本の海岸
に着い
て陸地か
ら見えると考えた場合には、橋上には公爵旗、また後方に会社の白旗を掲げ、日本船が話すため来るのを認めれば帆を卸して特ちうけ、何国民で何処 行き、どんな積荷を持っているか知らせるようパタビア総脅から指図を与える
で
あろうと
答え、その外に総督 ら船長に日本文の覚書に総督の名 記
/¥. 
A 
し印を押し、全乗組
員の氏名
、年齢、資格、積荷、行先を明
記したものを交付し、若し入港して上陸する時は、その地の奉行或は代官にそれを見せることにしても宜しい。オランダ船には時に商務員あるいは船長使用の黒坊の奴隷或は僕が二、三人いること 外 、上下共悉く同国民が乗っている
。
イスパニア、ポルトガル船の乗組員、水夫は大概イ
γ
ド
人、マラパル 、グゼラット人、混血児、アフリカ
黒奴その
他で、この特徴でオランダ船と容易に識別できるであろうと言ったところ、閣下は大い 喜ばれ、バタピアに通知しまた白旗には大きな日本字 人 書かせればよい、またオランダ船が日本に来た時、 概の性民は大砲の発射を見聞したこ主がないから 発射せぬよう命じなけ ばならぬ また船が北辺その他例外の港に入れば、同所の 検使らが船の上から、下まで、箱包なども悉く検査すること 承諾せねばならぬ。またオラ
γ
ダ船が北方の例外の港に碇泊した時
は、直ちに 席の士官らを江戸に遣わし、長崎からオ ンダ・カピタソ
を招いて
、
乗組員を見せねばならぬ。
これをする
までは四カ月も碇泊せねばな ぬ。但しその聞に罪組員の費消する米その他食料品の代価は陛下が支払われ、棺 木材、
（ ロ ）
大工その他の必要な のは自弁せねばならぬ 言 れ 。
とあって、その目的・内容を知ることできるのである。
また一六四七年ウイルレム・フェルステ
I
ヘンの日記の八月七
日の条には「オランダ船入港の際には湾口とポルトガル船の側と碇泊所で、祝砲を発するよう奉行から命ぜられ、入港船に伝える
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（ 日 ）
手続きをした。」とあってその所作を述べている。ジルク・スヌ
i
クの日記一六四九年八月二十三日 条には「朝、吉兵衛と八左衛門来館。奉行邸から、海上十マイルの辺に船が見えたことを報じ、五午間（野母仰の辺に船が見えるとの確報があったので、直ち
（
MH
） 
に船の準備を検視に乞い、二時頃心得書を携えた者を出した。」とあって、派遣の蘭人が来航船に心得書を携行したことがわかる。
更にまた、蘭船以外の例で、ポルトガル国王、ドン・ジョアン
四世の特派大使 ゴンザロ・デ・シケイラ・デ・ソウザ 日本渡航記の一節には
（前略）日本に向け出帆し、安全な航海を経て同月二十六日ハ正保四年六月二十四日）長崎の視界にあるカバロス烏ハ伊王島）に着いた
。
間もなくフネ左称する船が一般来て、その船
に乗った者が、此らの船は何で、何人が乗り、何を求めるかと尋ねたので、ポルトガル壬のガレヤγ船であり、これで日本皇帝の許に大使
が
派遣されたが、本国を出帆してから約四
（ 日 ）
年を経たと答え、フネはこの返答を得て去った。
とあって、検使船
が派遣されて
、その臨検の模様を知ること
がで
き る 。
以上初期の様子を断片的ながら探ったわけであるが これによ
って、来航船の帆影が認められると検使船が仕立てられ これには蘭人一名のちには二名と検使一・二名、通詞一・二名らを同釆せしめ来船へ派遣したのである
。
この時、心得書が携行され、人
員点呼・積荷目録・文書・托送書翰類の徴取 同船の出帆・航海についての簡単な検問があったことが理解されるのである
。
フ ェ
1
トン号
事件が蘭船の長崎入港手続に及ぼしたる影響（片桐）
右に引いたオラソダ商館日誌が記すような入港手続は、その後
久しく踏襲
・励行さ
れた模様である。というのは
、日蘭関係もか
なり年月を経、フェ！トン号事件発生より逆上ること程遠からぬ次の二史料が記す入津手続においても、ほぼ同様の仕方であることから容易に首肯できよう
。
すなわち、フェ
l
ト
γ
号事件以前に
お
ける恒例化した蘭船入港
の順序を示す史料として
、管見
の範囲ながら次の二点が最も要領
よくまとまっているようにみえる。その一は大岡消相の編『崎陽群談』巻十二「阿蘭陀船入津より商売中之仕方井帰帆之次第」の項であり
、そ
の二は薬師寺熊太郎の記録「阿蘭陀船入津，
Z
出帆迄行
事帳』の「阿蘭陀船注進有之旗合之事」「入津之事」「異国風説和解之事」の諸項である
。
『崎陽群談」は周知の如く、正徳三年（一七二ニ）と享保元年ハ一七
二ハ）に長崎奉行 職にあった大岡備前守治相の編纂にかかる。長崎貿易の開始から正徳新令公布迄の主として貿易事情を詳述した
（間山〉
重要文献であって、蘭船 入津時の諸事に関しても詳述している。
「阿関陀船入津J出帆迄行事帳』は、内部考証の結果、明和二
年ハ一七六五）、当時長崎町年寄の職にあった薬師寺熊太郎の記録である。入津時の諸手続から 滞在中 貿易方法 のベ、帰帆時の諸手続に至
るまでの諸行
事を
、順を追って整理したも
の で
、日
蘭貿易事務の順序を概観するに至便な史料である。思うに、年々の貿易事務を正順に行うべくそ 間の諸行事を整理
し、備忘
録と
して調整したものである。長 博物館には『唐阿蘭陀船入津ヨリ出帆迄行事帳』として唐船、阿蘭陀船の双方の 帳を一本とし
／＼ 
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ている。また阿蘭陀通詞の家、中山家には『阿蘭陀船入津ぷ出帆迄行事帳、中山』一冊があり、また中央大
学関
書
館には
『阿蘭陀船
入 津 ，
g
出帆迄行
事
帳、全』といったように単独の写本などの多い
ところをみると 貿易事務に携る者が職務の次第を手控として、それぞれ筆写のうえ携帯していたように見受けられる
。
それ故に
入津船の手続についても具体的であり、かっ
恒
例化していた順序
（ げ
）
の次第が詳述してある
。
本稿では
長
崎博物館本によった
。
それでは次に、右
の 二
史料にみえる入
津
蘭船
の
手続
の
次第を
一
表に比較整理してみる
。
一
大岡滑相（
畏崎恭
行 ）
一 薬
師
寺熊
太 郎 （
長崎
町
年
寄 ）
一
崎陽群談一阿蘭陀船入津
AO
出帆迄行事帳
一
一匹 雪
34
ゴ 一 司 判 明
保
ィ川1
d
一 引
ヅ 引
一 白
一
（一七一六）
一
O
帆影見出しの注進。
一O
帆影見出しの注進。－検使両人、足軽
四
人、御
役所附
一 人
波戸
場より乗
出 。
－旗合せ商人、足軽一一人、御
役所附
二
人出嶋へ出頭
0
．阿蘭陀人じ、
八
人、小通利
一人、生
類
方掛
小通詞並
当時中山唯八、稽古通制、週刊附筆者ら出役
υ
－O
旗合
0
・ 小
瀬戸
近辺
にて旗
合
。
蘭船出所・人数等の
書付
一O
旗合・
旗
合
。
：九。
－通詞蘭船に乗船
一
一
船の出所
J
来組 人数一
〉
一
ir
！
t
〜受取
。
一
F
FF
SH
一
十
異
国風説
書
」
一
一
－奉行所へ持参（閥ぎ。
↑
・役所へ持参、開封。
一
一
・通詞に和解申し付けらる。
一
・通詞に和解申し付けらる。
一
一
（U
入
津
。
一O
入
津
。
一
一O
受
け取った
き
訟を出向在
番
↑O
受
け取った
書
類を
通詞
が出
↑
一
上口かぴたんに読ませる
o
一
島へ持参。
一
一
・かひたん部屋で新古両か一
ひたん、へとる、通詞日付、
一
大
小遇制
立合
、風説の組
一
か
ひ
たん
λ o
不
り、他を相
一
認む。
一
一O
風説
書
和 解 。
O
風説
書
和 解 。
一
・ 下
書を
奉
行へ
い 庶
出 す 。
一
・
下書を年番
通詞
が
役所へ
一
持
参
、 内
見
に入れ
る
。
十
一O
重 一 日 申 付 。
一O
清書
0
・新古かひたん判形・通詞
一
・通詞日付、大小通制連印
一
日
付大
小通詞
連
名
印形
O
着
船翌
日杭次使
に
て
江戸
へ
↑O
御
役所へ
提向。
↑
送付、宿次証文
に
は刻限付
一
O
老中へ巾達
。
一
をとり小通詞より検使へ無印
形
に
て
差
出 。
・右人数蘭船に乗り込み
異国風説書
J
荷物高見
久
取
。
横
文字
封之物｝
Hosei University Repository
これ
に
よってみ
れば
、
来航の蘭船
と小瀬
戸近辺で旗合せを
行 い 、
直ちに風説書
、
積荷目録
・
書
翰・文
書
類を受け取り、入津せしめ
たのである。
園 、 フ ェ
l
トン号の長崎入港
ブェlト
γ
号の長崎入港の実況
は
、事件の重大さから我が国側
の史料
も
決
して少くない
。特に『通航一覧』第六収録巻
之
二百
五十
六詰厄利亜国部五に詳述され、かつて、武藤
長蔵
教授もその大著
『訂正日英交通史之研究』の中で二
0
・0
数
十ページ
の紙帽をさ
い
増補
て、多数の記録を覆刻・初介していら
れ
る。近時、山
石波書店から
続刊されつつある
「国
害
総目録
」中にも何点か限
に
つ
く
もの
があ
る。筆者も最近事件の翌月すなわち文化五年九月十三日の記録を同七年八月に再写した『イギリス船
長崎江来着一件当
一己
なる
写本を
入手した
。事件直後の手記で興味深
い
。
またオランダ側として
は 、
当時出島の商館長ヘ
ンドリック・ヅlフ
の著
せる
『 ヅ
lフ間
想
録』に詳
細な
記述があり
、
斎藤阿具博士もかつて、そ
の 著 『 ヅ
！
フと日本』の中で、オラン
ダ側の根本史
料を使って
詳
細
な
研究を
されている
。
また本事件の性質上英国側
の
史料も当然必要なわ
け
である
が
、
まだまとまった紹介を知らない
。
し か し 、
実
は、英国側
の根本
史
料ともいうべきフェ
1
トンザの航海日誌があるのである
。
こ
れは
往年古賀十二郎氏が
長崎
市役所市史編
纂室備
付のために丸善を経（凶 ）
て
故内田魯庵氏を介して求められたもの
と聞く
。現
在は
長
崎市立
長崎博物館の所蔵に帰し、加う に篠原盛蔵氏の抄訳も いてい
フ ェ
1
トン号
事件
が
蘭船の長崎入港手続に及ぼした
る
影響（片桐）
るので、この際、これに若干手を加えて長崎港侵入より退帆までの聞を紹介
したいと
思う。日誌の題は次の通りであ
る
。
円 、 。
m
え
F O
司 円 。
8 0
仏吉ぬ。時国
ZE
と
gq
．ω ω v f
司g o g
ロ
ES
件当。。仏国・同・同
v己
Z d
司何
ω
心吋（
U ω
同 ）g z n o E B σ
ロn E m
』 ロ
q
m w
昨日M E S h F
開 ロ ハ ロ ロ
mω3 z s Z
吋
EFH
∞S W 0 3 σ
可
h y m J
g E ω B ω
件 。 。
w E H 0
・
なお筆者の
め －
P 2 2 w E Z
に
ついては、その伝記を知らな
い
。
E
・3 ω E l ω S X Y
一 問 。 ち
23
守宮口言任。∞
25
門 め 。 ．
BEES
え任。関口包宮町開
ω E H E E n
。 自 明 記 ロ 可 げ 可
ω
可
ω g E
－
向 。 円 。 河 川 広 己
g E H N i g H 0
・に
はタ
イト
ル
ベ
l
ジや印
象記の部分な
ど
が写真
折り込みで
和
介されているにもかかわらず、ストックダ
i
ル
については言及していない
。英
国の人名事典にも同名異人し
か出て米ず目下不明、博雅の教一引を待ちたい
。
まず
、彼
の日誌から
フ
ェ
lトン
号入
港の実況をみてみ
よ
う 。
帝国艦フェ
l
トソ号、日本沖を巡航
一 八
O
八 年 一
O
月四日火曜日（文化五年八月
一
五 日 ）
午前、軽軟風、晴天。一時、北西から北東に
亘
って、三或は
円リl
グの距離に五島
列
島が見えた
。
同時、測深した
が五五
尋で海
底に達
しなかった。
日出時 東北東から東へ位閉院して、
長崎の陛
地が見えた
。
第二接椅帆を揚げた
。
じ
時
、
船を上手に凶
し
た 。
九時
一 一 一
O
介
、
最上
楕を同定
して、帆
を装備
し
た 。
一O
時、第二縮帆を拡げて、支索帆を装備した。天気快晴。
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一一時、弱強風、最上橋帆を縮帆した。正午、五島の大きな島の極端が南七七度西から東二八度南へ位置した。コ一或は四リ！グを隔てて、キンシコ島が北二五度東から東二八度南へ拡がった。船を上手に廻した。強軟風、好天。
消費水量一トン、残水量七三仏トン
午後、強軟風、晴天。三時一五分、東寄の南東の位置する小さい島にオランダの旗がひるがえっているのが見え 其れに向って進航した。三時五
O
分、第二
接楢
帆を縮帆した
。第一接椿帆を二重に絞
っ た 。（五時川を湖航した〉五時
三
O
分、和船で通過していた二人のオランダ人の船荷監
督を
抑
留す
るためにボ
l
トを出した。
六時、長崎川の水深一九尋に右舷大錨で繋留した
。市街
は北
四四度東に、高鉾島は北七六度西、仏マイルに位置し全ボ
！トを釣出して、ラソチにカロネ
l
ド砲を搭載した。
七時、ラシチと河船と艦載ボ
l
トに兵員を乗組ませて、武装
して川を湖航させた。九時三
O
分、小舟は全部帰艦したが 上流には三隻の中国ジ
ヤンクの外何もいないことがわか た。夜半、回
一合の軟風 好天。
以上で初日の日誌は終っている。夕方検使船と会い、それに乗れる関人二人を抑留せしこと、ならびに夜武装したボ
l
トをくり出
九
して湾内を探索したこ、となどが明記されている。次いで日誌には「長崎ハ日本）滞在中の見聞」というのが挿入されている。状況の描写も詳細にわたっ
ているから
全文紹介
して
おこう。
長崎（日本）滞在中の見聞
長崎港或は長崎川は世界の一流の港湾の列に加えることができる
。
そしてその
真
価を忠実に叙述することは容易な仕事で
ないだろう。本艦の滞在中
書
いたこ・三の走り
書
きの感想
は、長崎の或は長崎の住民の正確な記述の積りではない。ただ、若し私が世界のこの部分を再び訪れるこ主がある場合に、私自身の満足を得るためである
。
長崎の緯度は、本艦の
子午線観測に依れば、北緯三二度五
O
分であり、経度は数度
の正確な月、測及び測経儀 平均示度に依れば、東経二二
O
度
四
O
分である。そして気候は恐らく英国のそれ自体のように
健康的であるが 英国が持っている多く 美点に及ば い。本艦が港ハその入口は 非常な苦心の末見付かった）に近づいた時に、一隻 小舟 通り過ぎたが、挙動や手附きから推察して、我々
が何であり
、文
誰であるかを知りたがっ
ているよ
うであった。然し乍ら、此点で 彼等の好奇心を満足させることに思い及ばなかった。それで 小舟を遣り過したまま港内へ入ってしまった。川を湖航するにつれて、無数の小舟に出会ったが、どの小舟も慌て、本艦の側から逃出そうとているようであ た。其の中の一隻に二人のヨーロッパ人が乗っているのを認めたのですぐさまボ
i
トを出して本艦へ連
行したところ、オランダ人であることがわかった 停虜
Hosei University Repository
として抑留した。然し出港に先だって放免した。港の景色
は、凡そ想像し得られる自然
及
び
芸術の最
も美しいも
の の 一
つである。眼に
写
る円周回
0
マイルの地域に一ケ所として未
耕の儲で捨おかれている土地はなかった。恐らく農耕に従事したい凡ゆる例々の住民に一劃の土地が割当られるものと思う。しかも土地は大変
立派で
肥えているようである
。此の
川
一帯の海岸は何処も峨岨で海は岸の間近でも非常に深い、すなわち（ 語で
言え
ば ）
h
q非常に
険しい。。川は大抵の場所
で、幅、三マイル半あって 川口に 多数の島が散在している。また、周囲 陸地 非常に高くて港を荒天から守るので、どんな大風が吹いても、大艦隊が単錨で安全に碇舶することができる。住民の容貌は、オランダ人を除けば世界唯一の取引外人である中国人に酷似している
。然
し、大変当り障
りのない、気の弱い国民であると
信
ずるが、中国人よりは、
ずっと温和でありまた感勲である 乗組員のためにも若干の飲食物を要求して、返礼に お金や、武器や 弾薬などを提供して、供与された物品に対する報償を少 で 受け ように勤めたが、駄目であった。これは気前のよさから来ているのか、或は要求に応じ ければ苦しめられるという想像 下になされたのか、臆断できない。然しながら本艦 出港を極度に念願しているよう 見えた。充分特記 値す ことであり、かつ非常に驚くべきことは、本艦に来 ことを如何 懇願しても聞き入れられな ったこ る 帝国軍艦フェ
l
＊ 
トン号は此処 入港 た最初の英国艦であり 更 住民から
フ ェ
1
トン号
事件が蘭船の長崎
入港手続に及ぼしたる影響（片桐）
食用牛を得た最初のヨーロッパ船である。毎年此処で貿易に従事するオランダ船は食料として山羊を貰うことを余儀なくされている。というのは、住民の牛
馬
を常に労役に使用し
て、決して屠殺させないし また牛肉を喰わないから。
海軍大尉、シ
l
・ ピ
l
・ストックデ
l
ル
と既初の英国軍艦
とあって、日誌は再び翌五日水曜日の条に続くのである
。
帝国軍艦フェ
1
トン号、長崎川に碇泊。
一 八
O
八 年 一
O
月
五日木曜
日
午前、軽軟風、好天、第一接椿索具を装備した。予備大錨を左舷大錨とし 使用するために移動
。
必要に応じて作業を行なった。午後、軟風、曇天、日本人から食用牛四頭 水四樽、薪小量、山羊数匹、野菜若干を受取った。船荷監督のオランダ人二人を上陸させた。夜半、軽軟風、晴天、
消費水量一ト
γ
、残水量七四出トン
とあって、この日は
奉
行所側から牛、水、薪、山羊、野菜などを
受けとり、抑留中の蘭人二名を釈放したことが記し ある。
一 八
O
八 年 一
O
月六日木曜日
午前、頃合の軟風、快晴日本人から水四樟と薪、野菜、果物など小量を受取った。ボ
l
トを全部釣入れた。
-f L 
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一一時四五分、錨を抜いて、北寄の北東からの強軟風に乗って
全
帆を揚げた。
一 二
時、港を離れ
。激
しい陳風で、
第二接椿帆を縮帆
し
た
。
消費水量一トン、残水量七五日トン
午後、強軟風、好天、錨を納めて締付けた。一時四五分、主棺帆、第二接橋帆、及び後椅斜桁帆を揚げた 。二時三
O
分 、
一
段と総かな風、前橋の第一接楢及び一下部補
助帆を揚げた
。
五時三
O
分、部署で 点検を行なった
。五島
の島の枢端は北
三五度東
から北二八度西。アセズイ
l
ヤ ス
1
島は雨間五度
西、一つの小さい島が北凶四度東、距離
三
或は四
リ
l
グ
。
九時二
O
分、南約三マイルの位置に三つの白い岩島が見え
た 。一O
時 、
岩舟
は東に位離した。
一一時三
O
分
、強軟風、左舷
主楕第二按措帆が切れた。それ
を付け直した夜半
、弱強風、好い愉快な天気。
とあって、一一一日めの午前中に若干の水、薪、野菜、果物をもらい受けると早々に帆を張ったようである。このようにしてフヱ
1
ト
ン号はその帆影を消し去った。詳細にわたる日誌と印象記であり、加えてフェ
l
トン号側の記録である点から注目すべきものと
プL
四
思われるが、若干補促すべき事項も残されている。それには当時間島に商館長として在ったヅ
l
フが状況をよく語ってくれてい
る
。
フ ェ
l
トン号が帆彬を現わした初日の状況を述べて、
長崎奉行は慣
例によりて検使と
共に二
人の
委員合派遣
し て 、
渡来の船が和蘭船
に非ぎ
るか否やを検分するやう、予に請求
せり。予は之を承諾し、委員は午後
二
時頃出発せり、此日子
は甚だ気分悪く臥床せしが、如何にも不思
議
と不安とを感ぜ
しかば、起出でて当時予の住居せし花園の方
に赴き
たり
。予
は夕刻此処にて、
船が高鉾島を
回り、少時
にして投描
するを
見たり。
道路
に立ちて眺むれば、同船は常例の場所に和蘭国
旗を翻すが故に
一 電
も共の蘭船なることを疑はざりき。暫く
して二通詞来りて、委員の報告を麗ら り。之
によ
れば委員
は遠方より其の蘭船なることを認め、大に
帯
びたり
。其時
同
船は艇を下し、此艇は我等の船に向って漕ぎ来 、其時舵手は蘭語
に て
、我等の派遣員を呼び、其の艇に移りて本船に赴
くやう勧めたり。
然して簿記役ハ後に荷合役）ヂルク
・ホゼマ
ンハ巴みの
O N m B S
） が
少し遅れたる検使が
至れ
ば 、
直に移乗
すべし
と答ふるや否や
、不思
議なる喚声急に起り
、水兵
等は
白に医したる銅山乞抜放ちて我船に飛込み、暴力を以 蘭人派遣員ケ捕へ、之を艇
に載
せて本船に連れ行きたり。スヒン
（ω
〉
メ ル
は其時帽子を失ひたり
といふ
。
左記している。通詞および検使らは日本領内において、和蘭国旗の下に、蘭人に対するこのような暴行を見て驚伴し、ヅ
l
フ自身
は
、こ
の艦をばオラ
ン
ダ悶旗を
いつわって入
港して来たイギ
リ ス
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戦艦と判断したのであった。
五、フェ
l
トン号事件以後における
蘭船の長崎入港
フ ェ
l
トン号事件後の翌九月一一一日に、江戸詰長崎奉行曲淵甲斐
守対露は長崎奉行所に到着し、早速乍後の処理に景子した。
そもそもフェ
l
トン号事件は、時あたかも太平に馴れ、防備の
手薄なる時に、蘭船と偽って入港せる英騰によって惹起された市件であって、英艦が楠上に掲げた旗を偽っ とはいえ、他国船であることを識別できなかったこと 大なる
原
因があった。
そこで長崎奉行曲淵巾斐守は、まず入港船に対する臨検方法の
改革に清手して、在自の商館 にして、フェ
l
トン号事件当時長
崎奉行松平康英と終始連絡協議を行 て事に当ったヅ
l
フにも依
頼するところがあった。このことをヅ
l
フは記録して、
日本人は一八
O
八年英国艦フェ
1
トンの悲起したる不祥事
件に懲りて、再び旗の為に欺陥せらるることを防ぐ方法を講ぜり。因て予は蘭語にて、叉他国船に対す 場合は仏語にて、一の命令
書
を作ることを委託せられたり
。
若し欧洲船見
ゆる時は、日本の漕船は之を携へて港外に出で、渡来の船をして直に伊王島ハ
z g E 2 l h
ミ 色 。
ω）の傍に投錨せしめ其の
パタヴィヤの出船に相違なきことが一確む。若し其船が我が命令に従はざる時は、其の他処より来りしことを知るべし。然して船が投錨すれば 其乗組員二人を日本船に載せ、人質として
奉
行所に伴ひ来り、予の点以問を経たる後、始めて定例の
フ ェ
l
トソ号事件が蘭船の長崎入港手続に及ぼしたる彰響（片桐〉
（ 却 ）
委員を派遣することとせり。
とのべている。すなわち欧洲船の帆影を見出し、検使船が派遣されるに際し、あらかじめ作成しておいた一つの命令
書
を持参させ
るようにしたのであって、この
書
類の原案作成をばヅ
l
フに依頼
したのであっ 。
右に一五うところの検使が米航船に対して示す命令書は、前後三
種類に分かれており、前 命令書にはごノ印横文字」としるしをつけ、後の命令書には「
二
ノ印横文字」としるしをつけて区別し
て、それらはそれぞ オランダ文とフランス文
二
通ずっ、計問
、通があらかじめ作成・用意され たのであった。この命令
書
の
内容は、ごノ印」はご点
書
ニ而船以名、船之名井大サ、何月幾
日岐哨川出船一一候哉、類船之有無、かひたん之外役掛り之もの渡来有無、出嶋かひたん
J
之書翰一一而右抱一一日翰－二点書之桁々ニ書
（幻）（泣〉入」返答せしめるというもので、こ こ を、その後「略風説宅ととも呼んだのであった。そしてこ 「一ノ印之書翰差遣し
書
翰之
趣承知致碇入候節者 本船乗組之内式人上陸可致段猶文紅毛語井
（ 幻 〉
フランス語一一而一紙認候
書
翰可
差
遣」であって、この質人
二
名を
上陸せしめる命令が「二ノ印」の内容な あ 。かっ「一ノ印二
（M
） 
ノ印之書翰弐通り共相認、兼而御役所江差出世」と明記しているによって、用意の様子が明確に理解できよう。
右のような臨検改革の規定は、少なくともフェ
1
トン号事件の
翌文化六年ハ一八
O
九）六月までには確定していた。というのは、
長
崎の樋屋町の町年寄で盗賊方・抜荷掛をも兼務し、入津時の出
役にも加わった藤定知の控「曲淵甲斐守様御在勤文化六年巳六月
1L 
五
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異国船渡来之節御備大意御書付」なる書類のあるによって明らかである。もって
、
曲淵甲斐守が早速改革に当り
、
少なくとも次の
蘭船入津期までにその制度を確定していたことを知り得る。
なお商館長ヅ
l
フは前文に続けて
、
此年（ト町一霊山）は此の方法を用ひしが日本流の形式の為に五時間を費せしかば
、
船は危険なる碇泊地に在りて
、
動もすれば
烈風の為に災難に遭ふ恐ありたり。因て更に秘密合図の旗を定め我等の船は之を打振りつつ高
鉾島まで
進入し
、
此処にて
人質を渡すこと 改めたり。予はパタヴィヤの政庁に秘密の書面を送りて
、
此の協定せる合図旗につきて報告し
、
別にフ
ォ
ー
ルマソ大佐にも
、
若し突然英国船に出会する時は
、
最善
（ お ）
の方法によって
、
此の書面の減却を計るやう依頼せり。
とあって
、
若干の方法と協約に変更のあったことが知られる。こ
の秘密の書面は幸いにもオランダのへ
l
グ国立文書館に現存して
おり
、
オランダ文にして図入の文
書であ
り、年番訳司の割印が捺
してあるから正式の原文
書である
ことがわかる。文面は拙訳に従
えば
、
次の如きものである。
日本向航行船に対する秘密信号
視界に日本の陸地が入るや否や
、
船尾の通常オランダ国旗の
他に一本の白
・
青
・
白横縞の旗を前橋の頂上に掲げなければ
ならない。そして陪くなった場合には三ツの燈火を縦に連ねて前椅頂上に掲げなければならない
。また夜
が明けたら前述
の白
・
青
・
自の旗を再び掲げなければならない。そしてその
旗をその船が高鉾島の手前に来て処定の位置に投錨するまで
九六
れもな掲とす掲
ねしさげもるげ
ばもれ続そに続
な余るけれ際け
ら儀だら以しら
な なろれ上てれ
いくう 、は碇ね
こ 長。更 航泊ば
と崎 に進しな
は以 は出てら
、外 古 来 い な
いの くなるい
か日 かく処
な本 ら 、でそ
るの 施信あれ
わ地 行号るは
けに さは。我
が着 れ何ど々
れ命おれで々ぶ人ろらるみなをで実あい て分うの
日 は令かるあはこをし 無 。な い発あ砲ろた い の い 船
本なをつこる友と静 、装しさ。しろでう場 る命うが
のらよ日とか好がか 人 備 か れ な な う あ と合 通令わ湾
長なく本は ら 的 出 に 質のしるぜれとろもに 常 の け 内
崎 い守人な不で来岸 と小投かなけもう 、よ のあがか
商 。ら のい安 、る壁 し舟錨ららばーとそく 儀 る あ ら
館 な云。 に 吋 。へてをしで敵な号空れ守 式まろ出
で けうな 恐 l摩人運 二 おたあとら砲砲がら がでう帆
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一 八
O
九年一
O
月
ヘンドリック・ヅ
l
フ
なおまた、奉行は蘭人に対しても訓令するところがあって、同
じくヅ
l
フによ
れば
、
異国船が敵対の意志を以て来り
し
場合
、
我等が如何に行動す
べきかを規定せり。即ち其時予は第一に御朱印状の安全を計り、直に二人の蘭人をして之を市内に送らしめ一予自身も奉行所に
在りて、
事変起
りたる場
合
、何時
にでも直に奉行に面接
（ 幻 〉
し
得るやう定められたり。
とあって、その用心
の程が理解され
るの
で あ る 。
フ ェ
l
トン号事件以後、長崎奉行曲淵甲斐守が中心となってヅ
Iフの協力も
得て
、
来航船に対する入港手続を右のように改革
し
たのであったが、この方法がやがて
恒
例・制度化していったこと
は次に示す史料によって確認
でき
るのである。
フ ェ
1
トソ号
事件
以後の入港手続に関して、比較的
系統だ
っ た
記述を
している
史料
として次
の二点をあげることができ
る
。すな
わち文化十一年〈一八一回ゾ阿蘭陀
通詞馬場為八郎の記
し
た『寓記
帳』と題する職務記録と、文政十年ハ一八二七
）より天保元年（一八
三
O
）にかけ
て
滞日
し、オラソ
ダ商館長の職にあったメラインの
著
書
『日欧貿易史概観』の附録「入津」「人別改」「風説
書の提
出」の各
項目である。
『寓記帳』一冊は、阿蘭陀通詞馬場為八郎の記した文化十一年
（
一八一四）の職務記録である。
こ
の年馬場為八郎は阿蘭陀大通詞
見習
の筆頭であっ
て、阿蘭陀大
通詞名
村八右衛門ととも
に年番通
詞に当っていた。年番通詞は通常大通詞一人小通詞一人
の
計二人
フ ェ
1
トン号
事件
が
蘭船の長崎
入港手続に及ぼしたる影響（片桐〉
より成り、年番訳司の印を用いて通
詞
仲
間を代表
し 、
長崎奉
行を
は
じめ公
儀方面と
オラン
ダ
人とに対して
責任
をもっていた
。
それ
故、日蘭貿易事務の全てに関係し、長崎奉行からの命を受けオランダ
人
あるいは各通詞に伝達し
、オラン
ダ側からの申
し出
あるい
は連絡事項を奉行所へ報告
し 、
貿易折衝から諸行事や検分に参加
するなど年番に当っている一 間の日々は殊の外多忙の連続であった。この「前記帳』は年番通詞馬場為八郎がこの一ヶ年を職務日記風に持き留めたものであるゆえに阿蘭陀通詞の職務内容を知る好資料であって、制度的に整理記述された前掲『崎陽
群談
』および
「阿蘭陀船入津，
S
出帆迄行事帳』の諸事項が実地において加何に処
理されたかを検討 うえに 絶好の資料である。この年 六月
（ 羽）
二
十
三日に関船の入津をみた。
メイラン著『日欧貿易史概観』附録「入津」「人別改」「風説書の提
問の項は文政十年（
一 八
二七）より天保元年（一八三
O
）にかけて
滞日
し、オラン
ダ商館長の職にあっ
たメラインの
著書である。滞
日中に
親
しく
経験
した日蘭
貿易の実態をまと
めたもの
で
、
特に
そ
の附録の各項は日蘭貿易上の諸制度を彼の理解に従って、要領よく整理している。
そこ
で右二史料にみえ
る入港手続
の次第を一表に整理
してみ
る 。
じ
一
メイラン（商
館長
〉
一馬場為八郎（年番
阿蘭
r
大
一
日欧
貿易史概観
一通詞羽習）己
一
附録「入
津
」「人別改」
一吉宏一
「風説書の提
出 」
一 文政
O
（一八二七）
一文化 一一｜
天
保元（一八三
O
）
。長
（一八一四）
九
七
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第
←十
ブL
’j-
一O
六月二十
三
日帆影発見の報一
O
帆影発見の報。
一
一O
未中刻一
O
問・五マイル沖の来船ヘオ一
一
検使船
安
穏丸大波戸人。派遣
、
一
ランダ語とフランス語で
書一
一検使清水藤十郎
・
夜
川
徳一かれた〈
R
官
8 5 1 0
内（検一
〜
太犬・性藤幸之進
・
早野
一
問書類）を携行した
P E
・ 一
一
多
三郎ら乗船。
－
ず。。同（検使船）が派遣され－
一ハ
一ノ印
横文字携帯）一る。一
一
御鏡付鯨船壱般
一
一
一
通詞本木庄左衛門
、
末永
一
↑甚右衛門乗船。－
船改方船壱一腰（競合のため）
一
一出島蘭人ぼろけっと
、は
一
一
るとまん
、かうちゃん
、通
一
一
詞猪股伝次右衛門、志筑
一
一長三郎
、横山吉
郎太乗船
o一
出 山
崎
番船ニ鰻
一
通詞楢林彦四郎
、中山
得
一
十郎、小川慶助、一二附松
一
太
郎、凶良太郎、松村猪
一
之介乗船。
通ひ船二般
筆者等乗船。
一O
七ツ時頃閣船伊主的内中
一O
高鉾烏
E u g g a
で投錨
一
海
江
院を入る。
一
上下検使、遇制、閑人需・
一O
競合
一
g E E 5 R
含ロハ派
遣 白 ）
略風説
者 一 日
（一ノ印横文字
辺
一
三人を来船へ送る。
九
八
一
書）が検使へ提出される。
一
一
年番通詞馬場為八郎がこ 一
一
を御役所へ持参
、
次いでこ
一
－
れ 和解。
一
一
横文字は出島かひたんへ見
一
一
せ
、
相減す。
一
一（内容）一
渡来之阿蘭陀船・
2
差
出候横
一
一
文
字
和 解 。
一
一船頭名、船名、同大サ
、
一
一
カルパ出船年月日 当地
一
一入津月日、人数、新かひ一
たん等役人渡来の有無
一
一類船の有無。
一
一O
二ノ印横文字壱通沖の関
一
一船へ届ける。一吉雄忠次郎
、
塩谷五郎ら
一
一
が乗船。
一
一O
闘船より質人両人を受けて
↑
一上陸。一O
かひたん部屋で乙名目附大
一O
蘭船主確認。
一
小通詞立合で質人両人申口
一
一をかひたんが聴取の上
、蘭
↑
一
船と確認
。
一
一O
右の旨の書付を役所へ一通
一
馬場為八郎が持参
。
検使へ
一
検使、派遣貝は来船の側まで 行 く 。検使は派遣問をして来船へ尋問せしめる
。
検使は来船へ移乗 オランダ政府よりの
書
類を
受
け取
る 。
Hosei University Repository
一 通 、 高
島四郎兵衛へ一通
、
一
名村八右衛門が届ける。一（内存）一質阿蘭陀人船頭ほうるま
－
ん
、扶針役ほっへんろい
一
てるお両人申口於出嶋かひたん相札幌処イノ印苫
↑
翰和解ニ申上候通相述無
一
御座弥阿闇陀船
ニ其扮
無一
御座
候段か
ひたん
申出候一
－ 一 付 此 段
卦 一 一 日 付 を 以 市 上 ル 一
以上一
成六月廿三日
茂伝之進名村八右衛門
一
馬場為八郎
一O
沖出役の検使よりも蘭船確
一認の報を得て神崎、稲佐、一
岩瀬道郷より阿蘭陀船合図
一
雷鳴
の合凶をする。
一O
酉上刻入津。
一O
入津人別御改。
一検使ハ清水藤十郎・佐藤一
党之進〉
〜
遇詞（本木庄左衛門・末永甚右衛門）
O
検使は派遣員を自由にせしめ、かっ到来船に対して、抜錨のうえ入港許可のを与える。
。入津人別改。
上検使・下検使の随行者の一人、日付、通詞をしたがえた奉行の御家老、商館長およびスクリパ立
合で積荷目録点検、乗船人名簿点呼、密貿易、諸規定
を伝達、掲示。
並末席稽古通詞出役、書一類提出ハ人数百拾七人）。一夜入沖につき王薬卸しは明 日 。
－
O
阿蘭陀人風説を聞き、書き
O
午 前 船
二
・ コ
一時間後、年番通
街。詞、乙名勘定方 検使らが
かひたん部以で乙名、日
一
尚館長のもとにきて、欧
付、大小遇制立合、両か州 インドの風説を通詞ら
一
ひたん井船頭申口。が
書
き ． 取 る 。
一O
風説書和解。一
O
風説書和解。
一O
風説下書を
中消舎のうえ役
一
一
所へ名村八右衛門持参
一O
風説
書清書
。
一O
風説
書清書
。
一O
商館長署名。
一O
翌二十四日、 書清書を一
一名村八右衛門役所へ持参。
薄手小奉書
一
清書弐通連印
竪帳三
冊連印
’宮
紙
。特別便で江戸へ送付。
同史料によって若干精粗相補う点もあるが、その手続・順序の
大項には変りない。すなわち、視界に来航船の帆彰を認めると検使船ほか七隻が来船に向け派遣され、オランダ語とフランス語で書
かれた「一ノ印」なる横文
字 ハ
〈
σ召
E
巴宵
53
を来船に見せ、か
つ日本側の検使および蘭館側の派遣員のめ
8 5 5 5 2 a g
に検問
フェlトン号事件が蘭船の長崎入港手続に及ぼしたる影響（片桐〉
:ーh
九
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せしめ、「一ノ印」の回答としての「略風説書」をとり、ついで「二ノ印横文字」なる命令書を携行させ、来船に提示して、質人二名を受け取りかつ検問して蘭船 確認、異国船の札問をする。一方派遣の検使は伊王島より中海に入って高鉾島忠也
g z a
までき
た来船に対し策合せを行い蘭船と確認をする。そ うえで入津の許可を与える。入津後は 直ちに人別改を行い 積荷目録、乗船人名簿により点呼、諸注意 与え、出品の商館長室で阿蘭陀人風説を聞き、かつ書き留め、翻訳 する。風説書の下書ができたところで中清書のうえ、奉行所の検分をうけ清書し、商館長のサイγ
を得て正式に奉行所へ提出する。奉行は特別使、おそらく宿次
便で、しかも宿次証文には刻限付で江戸の老中へ申達 た である 。
このようにフェ
1
トン号事件後は二回の検問に対する問答と旗
合せのあと入津せ め、入津後直ちに乗船人名簿点呼、積荷目録をとり、諸注意のあと風 書をとっ のであって 余程その手順が厳重にして繁項な制度と変更されたのであ
次に、右にみた、フェ
l
トン号事件後の入港手続の変化した繁
敢な制度が、その後厳重に励行されていた事実 次の諸事例によって知ることができる。
先ず、旗合せ、すなわち、秘密信号の方法の具体例を示そう。第一例、文化十西年（一八二二）の記録と思われる凶入りの旗合
せの記録。これは前年の秘密約束にしたがって次のような秘密信合をもった蘭船が入津して来ることを一記したもの ある。
図は昼の合図と夜の合図の場合とがあって、三本マストの表椅
一00
に、赤地に白の丸がくっきりと表わされた旗を掲げてある場合が民で、夜の場合は同じ場所に六角型の屋根つきの燈篭ハ一ブンタン）を吊していることを明記している。文面は次の通りである。
当酉年来朝之阿蘭陀船御当国見掛候ハ、表椅之上ニ図の如く地赤中白之丸旗期限軌跡目一説的一概得を掲乗滞且文夜中之儀ハ左
（初〉
之燈篭羽一部士官ツ表一楢右旗之場所ニ釣申候
とあって、民合図と夜合図 図が入っている。特にランタン 図には説明があって、「表旗之上－一壱ツ釣」とあ 、かっ「此燈篭芋角を以張申候」とも記していて、出来具合がよ わかるのである。先に掲げた一八
O
九（文化六）の秘密信号の方法と某本的には同じ
仕方であるこ がわかる。
第二例、ジャカルタの文書館に保存されているオランダ文史科
であって、一八一八年〈文政元）の秘密記録である。文面は拙訳よれば次の通りである。
来一八一九年の標識
一般ないし何般かの船が日本国の視界内に来航したような場合には、前植の頂上に図のような標識、それがいかに大きく作られていようとも遠く ら見ることができるように、掲げなければならない。また夜ならば一つのランタンを同じところ
（ 況 ）
に吊さなければならない。
とあって、マストの頂上に閥翻とひるが与え 黄古賀の三段に染め分けられた信号旗を描き、その大きさは 「長さ、およそ二問幅、およそ一問。」と記している。また夜分のランタンは六角形屋根っきのもので「高さ、およそ二フ
l
ト」と明記している。一八一
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八年に彼我の秘密協議の決定が右にいう「来一八一九年の標識」として
記録されたものなのである。
第三例
、
長崎県立長崎図書館の藤文庫の
中に
は「唐紅毛船待請
沖出役諸
書
付 」 と
題する
四十七通の
文書の
入った
一
袋がある。そ
の中に同じく旗合せの秘密文書がある。嘉
、氷三戊年（一八五
O
） の
ものである
。
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；；~~.：.泊伊晶、ん~· －. Ji j:; Ah' 十』圃園自由圃圃醐医ml ! I 印日出；βFτ. I I 
ニザ似品川J ρ 砕アJ 〉レ＿... -.. 一議 ！ 
ヶーγ ｜ 同にと
,. －－・師 、ふ ｜所掲あ十十一 1 にげつ 尺サ 地 当
＼ l 吊 、て 程式白 El<:
し夜 、表 ニ 年
て合同楢赤来
い 図様右之朝
るな 、鎌斜之
旨ら昼の之阿
をば合所旗開
明 豆 図 ニ 恒包陀
記互に釣詰ま船
！し 2 はり器商
て市白申〈を御
い接地 候ロ揚 当
い ・ のの記はでっつ い 瞭 て年 き書事 る由 に o＇－乗 国
わ フ次 写その 十 あ ててるに 、使りと件以の忠赤 渡掛
ゆラにをれ藤余 る区もこ識い用す右の上で芭の 夜候
るン 、私ぞ文種 0 Jj lj ラと別わする の翌 先 あ六斜 中 ハ
ごス先はれ庫類な出ンで出ゆるこ三年にる 角 線 之
ノ語堅二見異の も お来タあ来 る旗と例 ー示。形 入 儀表
向 の記てつ文あこるン るる 異 のはの八し のり は楢
措喧しいた 書 つのよの。よ国デ 、秘 O た 屋の 右 之
安語たるデ中た旗 う 位 夜 う 船 ザ ー 密 九フ 根信 之 上
主主オのザによの に置のに とイ 年文年エ 付号 燈 ニ
Lー 認ラでイ十う デしと入工蘭ソご 書の l き旗 篭図
「めンあンーでザた数津夫船をとで秘 ト 燈を 壱 之
二たダるの種 、イ 模にでしと 変には密 ン 篭表 ツ如
ノ、 語。旗類 前ン様よあて明え翌つ 文号 を楢 高九く
フ ェ
l
トン号
事
件が蘭
船の長崎入港手続に及
ぼしたる影
響ハ片
桐 〉
。
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第十九号
印横文字」なる検問命令
書類が励
行されていた具体例を
示
そう
。
もっとも、右の検問・命令文そのものは手にしていないが、それに対する回答文書は比較的多数現存しているので実行の事実を知り 得 る 。
「一ノ印横文字」に対する回答は一名「略風説書」と呼ばれるもの
である。というこ主は先に示した年番通詞馬場為八郎の記録『高記帳』によって知ったのであるが、現存の阿蘭陀風説書 安政四
（幻）
年（一八五七）まであるが、その附属書類として右にいう「略風説書
」が何年度分か付いている。まず
事
件後翌年の文化六年（一八
O
九）の「風説書」には「覚」と題す 「一ノ印」に対する返書が「壱番船積荷物 出し」ととも ついてい 。天保六年ハ一八三五）の和蘭
（お）
風説書」にも 覚」がついて る。天保八年三八コ 七）の風説書には「天保八年酉年渡来之阿蘭陀船より差越候
書
翰和解」がつ
（
釘）
き、天保十
一
年ご八四
O
）には「覚」としてついている。弘化元年
（お）
（一八四四）の「跡船風説
室己には詳細な返
書
（略風説
書
）がついてい
る。また「弘化
二巳風説書」には最
も典型的な返
書がつ
いているか
ら参考までに紹介する。
通詞西藤太郎，グ差問
一阿蘭陀船岐唱町出船五月什六日六月廿日迄日数廿五日経入津一 一 船 頭 之 名
一船之名一 船
ノ大サ
ゲユプレイケンデンユルスホウト一 一 百
三
拾五ラスト
。無御座候かびたんへとる外ニ役懸之者四人ゴ 一 拾 四 人ヨ廿九人蘭人u r五 人 閉 山 坊
というのがそれである。弘化四年、嘉永二、三、四年、安政元、二
、同年の各年度にもそれぞ
れ 「 覚 」 が つ
いており、
特に嘉永三年
（一八五
O
）度の毛
利
家本の風説書には
「渡米之阿蘭陀船
， グ 差 越 候
（川刊）
横文字
書
翰和解」というのがついていて「
一
ノ印横文
字
」 に 対 し て 、
書面に認めて回答したことがわかる
。
また安政元年（一八五四）の
（
H U
） 
風説書には「質人御札に付申口左に中上候」として略風説書の内容が認めてある。安政二年の場合には「士宮荷船渡来之阿蘭陀船より差越候横文字
書
翰和解」および「弐番船渡来之阿蘭陀船より差（刊
M
）
越候横文字
書
翰和解」が附いており、安政三年にも「渡来之阿蘭
（
川村
）
陀宅需船より差越候横寸へ字
書
翰和解」がついている
。
安政同年に
ま
一類船一役掛
り之者
一乗組人数
渡米之阿蘭陀蒸気船より差越候書翰和解
一阿蘭仕出之船－一候哉ロットルダム一何月幾日 船－一候故第一一
一月廿六日、民間一一当ル
一船之名ヤッパン
六百廿五トン馬百疋力ウェイセホイスセンフハン
一船之大サ一指衛役
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一役掛井士官人数
カツテン」ア
J a
ス
士官六人
一乗組惣人数一渡来之次第．漂流人連一渡之有無
一類船之有無4・唐船井－一異国船等一洋中
ニ見懸不申
哉
一渡来候哉
右之通和解差上申候巳八月五日
という略風説書がついており、幕末になって臨検の尋問項目が若干追加されていることを知るのである。
また、長崎市立博物館の所蔵文
書
の中にはつ
一ノ印
書
翰返答フ
ランス語かひたん翻訳横文字和解」というのがあって、この場合は「二ノ印横文字」をもって質人を二名提出せしめる命令書に対して来航船からフランス文で返答して来た書類をオランダ商館長から蘭訳してもらい、それを更に我が阿蘭陀通詞が邦訳して奉行所に提出したものであって
、誠に
繁墳なことと
いわなければならな
七拾弐人無之候
相
得
有ミ
rp 
｛民
見掛不申候無之候
44~ 
六、結
フ ェ
1
ト ン
号事件が契機となって
、
長崎の阿蘭陀通詞に英語学
フ ェ
1
トン
事件が蘭船の長崎入港手続に及ぼ
したる影
響（片桐）
習の命が下り、英学発達史の上から見逃がせない事件である。というような語学方面の影響については、従来先学によって種々力説され
、
関係の研究も多い
。
しかし、フェ
1
トン号事件において
は
、むし
ろ、より本質的なる問題ともいうべき蘭船の入港手続
、
呉国船に対する応柊方法について如何なる具体的なる影響
、
変化
がみられたか、といった問題については、従来ほとんどその研究をみない。本稿では専らこの点 論述の筆を向けた次第であ る 。
其の結果フェ
1
トン号
事件以前における蘭船の長崎入港手続と
その制度化され励行された状態を
繋
理し
、フ
ェ
l
ト ン
号事件以後
における蘭船の入港手続に対する制度の改革と
、
呉国船との識別
方法について日蘭
A両国間において協議・案出した苦心の実況を解
明することができた。そして、この改革された入港手続の制度が幕末の開国期まで厳重に実行されてい 事実も理解することができた。かつフ
ェ
1
ト ソ
号が不法入港した実況を従来未発表のフヱ
1
ト ン
号日記を桁介しながら読み取ることができた点において
、
いささか新鮮味を加え得たかと思う
註（1
）通航一覧長崎記。
（2
〉川島元次郎『南同史話』六
Ol
六一頁所収。
（3
）村上直次郎『長 オランダ商館の日記』第一料、五二一員。
（4
）同右、
ム ハ
O
頁 。
（5
）同右、六二頁。
（6
）同右、一二八頁。
一 へ
U一
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（7
）間右、一七五頁。
（8
）同布、一七五頁。
（9
）同右、一九二頁。
（叩）同右、二二八頁。（日）同右、二五
六 頁 。
（ロ〉同右、三
一O
一 ニ
（日）同書、第二料、一六九頁。（M
）同右、
二冗
O
頁
。
（日）リスボン市、トルレ・ド・トンボ文書
問
所蔵。村上直次郎
訳 『 オ
ラン
ダ商館の日記』第二判
、
三
二六頁。
（日 ）
大岡清相編『崎間群談』内閣文庫所蔵十七冊本。
（げ）薬師寺熊太郎編『阿蘭陀船入津
J
出帆
迄行事帳
』
長崎市立
博物館所蔵。
』凡了
J
（日 ）
武
藤長
蔵 「
配備日英交通史之研究』九一一二
貝
には同日誌の伝
来経緯が紹介されているが
、内
本は掲載され
ていない。
（四）斎藤阿具『ヅ
l
フ日本回想録』二
O
一 ニ
l
i l
t－ 二
O
四 頁 。
（却 ）
斎藤阿具
、
同書
、二
二六
l
二二七頁。
（幻）『紅
毛船
入
津一件』ハ長崎県立長崎肉書出所蔵沌辺文庫）。
（辺 ）
文化十一日午
、
年一指阿蘭比大通
詞
見習馬場為八郎の記抹「高
記帳』（早稲田大学凶書的所蔵）。
（お）長崎桶
屋
町の町年寄
藤定
知の
記
録『出淵甲
斐守
様仰布町一
文
化
六年
己六月
呉国船波来之
節御
備大意御書
付
』つ長崎県立凶
書館所蔵
、藤
文庫）
。
（μ
）同右。
一 つ 四
（お）斎藤阿具、前掲
書
、二二七
頁 。
（お）阻止
ω 2 5 2 8 5
〈 釦 ロ
F Z
古 川 凶 門 店 。 。 （
Z
。 ・
HHJ
可∞♂国
z
k r
－mO500
ロ同
ι w g
「 の ｝ 己 え ・ ロ
ωロ 出 州
w m w m
） ・
また巧－
P
〈
00
ロZ S R P Z E
。B
ロg E B ω
・ 、
ωー の
3
・
J弓 ロ ｝
E m P E g
－には田口
ω
ぬoz
。 ・
ω∞として写真が掲載さ
れているが不鮮明でこれは判読不可能である。
（幻）斎藤阿具、前掲書、二二七頁
。
（お
）『高記帳』（早稲田大学図書館所蔵）。
（m m
）の
25
巳 ロ
32M
冨a u R
の2 n y
ぽa r g E m o g a
－ の 伊 丹
〈ωロ【凶ゆ口出
ωロ 弘 己 門 凶 ゆ 円 関 口 円
O H V m w N O
ロ
O
℃
H M W H
） 町 民 】 ・ 回 洋 州
wip
H∞
N∞ ）
・
（初）九州大学九州文化史研究所所蔵、松木文庫。（幻）岩生成一博士の模写にかかるジャカルタ文
書館
の未刊史
料
。借
覧の許しを与えられた岩生博士に深甚なる謝意を表す
る次第である。
（泣）長崎桶屋町の町年寄藤定知が出役の際
書
き留めたものと思
われる。
（お）阿蘭陀風説書の終需は安政六年（一六五九）である。このこ
とは長崎奉行所の記録『諸上書銘書』ハ長崎県立長崎図書館所蔵文書）や幕府の評議書（東京大学史料編纂所所蔵文書）に
よ
って知ることができるが、詳
細
については、拙稿「阿蘭陀風
説書についての一考察」 うち
「阿闇
陀風説
書
の下限と受理
・ 翻
訳
・ 進
達の順序
について」
（
日本歴史二二六、二二七号）
にゆずる。
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（ 出
）『管見環涯寄記』第四（
内
閣文庫所
蔵）
。
（ お
〉『
和蘭
風
説書』（長
崎
県立
長
崎
図書
出所
蔵
、
（ お
）同右。
（ 釘 〉
同右
。
（ お
〉
『阿蘭
陀
本国
船入
津
記』（文部省
史
料
的
所蔵、
（ぬ）北
岡文庫所蔵（熊本
大学附
属図書館）。
（
M W
）毛
利
家文庫
「異国風説書
」（
山口県立凶書館
）。
（ 剖 ）
（お ） と 問 。
（必）
ω
） と 問 。
（必）
m w
） と 問 。
（叫）
ω
） と
問 。
〔付記〕未刊のフェ
1
トン号日記の閲覧利用を許された長崎市立
博物
館
をはじめ、関係
史
料の閲覧を
許さ
れた
畏崎県
立長崎図
書
館
、九州
大学
九州
文化史
研究
所、山口
県立図書館
、内
閣文庫
、
東京大
学史
料編
纂
所 、
早稲
田
大学図
書館
、
等
の諸機
関
とお世話
下さった係員各位に対し、また所蔵の未刊
文
書の利用を許
さ
れ
た
岩
生成
一 博
士に
対し
て深甚なる謝意
を
申
し上げ
る次第
で
あ
る 。
一九六六年二一月一一日稿
フ ェ
1
トン号
事件
が
蘭船
の
長
崎入
港手続に
及
ぼしたる
影響
ハ 片 桐 〉
一O
五
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